
 

 
 
 

～日々の様子から～ 
 

生徒たちが入学して１０日ほどが経過しました。５日の入学式を終え、先週１週間から本格的な中学校生活が

スタートしています。先週は週の前半に上級生との対面式や学年集会。そしてクラス毎に学校生活のきまりや 

流れの確認、委員・係決め、学級目標決め、校舎内外ツアーなどを行いました。まだまだ慣れていない様子の中、

緊張感のある生活が続いたようです。週の後半からは授業が始まりました。中学校の授業は教科担任制となって

おり、小学校に比べ学習内容がより専門性の高いものとなっていきます。（各教科の担当はこの通信の後半をご

確認ください。）授業が始まり、学校生活にメリハリが生まれたことで、少しずつ生徒たちの表情にも余裕が生ま

れてきたことを感じます。来週からは中学校に入学して最初の学校行事となる体育祭に向け、各自の出場種目や

係分担を決めていきます。体育祭は縦割りブロックで行われ、上級生と力を合わせて行われる行事です。ぜひ、

３学年で力を合わせて素晴らしい行事となるようにしていきましょう。 

 

～１年前期学年目標『Challenge ～誠実に みんな楽しく 学校生活～』～ 
 

先週１２日に前期最初の委員会活動が行われました。委員会活動は、鵠沼中学校の生徒会本部を中心とした 

活動で、生徒たちの学校生活がより過ごしやすくなるために行う、生徒主体の活動です。基本的には上級生が  

中心となって活動していますが、１年代議員会だけは１年生のみで活動しており、主に１年生の学年やクラスを

まとめる役割を担っています。 
 

生徒会本部が昨年度の後期から掲げている活動方針は『TRY ～笑顔でつなげて進化する～』となっています。

鵠沼中学校の生徒に何事にも挑戦する気持ちを持ってほしいという思いと、学校生活が笑顔であふれるように 

したいという願いが込められています。この生徒会本部が掲げた方針を受け、１年代議員会では『Challenge   

～誠実に みんな楽しく 学校生活～』という半期の学年目標を立てました。トライすることと、チャレンジする

ことをかけつつ、みんなで楽しく学校生活を過ごすことで、笑顔を増やしていくという意味合いを込め、代議員

のみんなで考えました。ぜひ１年生のみなさんには、入学した最初の半年間でこの目標を達成できるよう、中学

校生活の序盤からどんどん新しいことにチャレンジしていってほしい思います。 
 

その上で、このような目標を達成するために、４～５月の一ヶ月間では『あいさつ』をテーマに代議員は生徒

たちに働きかけを行います。中学校という新たな環境となり、これから生徒同士の関係も深めていく中で、まず

は気持ちの良いあいさつ が人と人との繋がりのきっかけとなります。たくさんの笑顔や、みんなが楽しく過ご

せる学校生活を目指して、元気の良いあいさつを学年、学校全体で行っていきたいと思います。 

 

＊ 授業担当について 
 

４月１１日より授業が始まりました。各クラスの授業担当が以下のように決まりましので、ご確認ください。 

クラス 

教科 
１組(吉岡) ２組(最所) ３組(武藤) ４組(矢口) ５組(松井) ６組(金子) ７組( 林 ) 

国  語 
吉 岡② 

糸 井② 

吉 岡② 

糸 井② 

吉 岡② 

糸 井② 

吉 岡② 

糸 井② 

吉 岡② 

糸 井② 

吉 岡② 

糸 井② 

吉 岡② 

糸 井② 

社  会 武  藤 武  藤 武  藤 武  藤 武  藤 武  藤 武  藤 

数  学 伊  藤 伊  藤 伊  藤 金  子 金  子 金  子 金  子 

理  科 最  所 最  所 最  所 矢  口 矢  口 矢  口 矢  口 

英  語 
松 井③ 

長 濱① 

松 井③ 

長 濱① 

松 井③ 

長 濱① 

松 井③ 

長 濱① 

松 井③ 

長 濱① 

松 井③ 

渡 邊① 

松 井① 

秋 元② 

渡 邊① 

音  楽 寺  島 寺  島 寺  島 寺  島 寺  島 寺  島 寺  島 

美  術 小  野 小  野 小  野 小  野 小  野 小  野 小  野 

保健体育 林 林 志  賀 志  賀 宮  澤 林 林 

技  術 村  田 村  田 村  田 村  田 村  田 村  田 村  田 

家  庭 大  西 大  西 大  西 大  西 大  西 大  西 大  西 
 

 鵠沼中だよりで校長より連絡があった通り、現在、教職員数が不足しているため、技術の授業と英語の一部の

授業を教科外の職員で授業を行います。鵠沼中学校の教職員全体で１学年の授業を行っていきます。ご協力を 

お願いします。 

文責 林 


